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Kの 心 の映像 としての裁判所
吉 野 英 俊
『審判 』(。DerProzeB")の章 配列 に関 しては今 なお定説 が ない。 編集者
マ ックス ・ブロー トに よれば 「章の区分な らびに章の表題 は,カ アカ自身がつ
けた もので あ り,章 の配 列 に関 しては私の感 じに よった」(第 一版 あ とが き)
とい う。 ブ ロー トの言 う 「感 じ」 とは,カ フカが生前 に 「この 小説の大部分 を
朗読 して くれてい たので,・その思 い 出に頼 るこ とがで きた」 とい う こ と と;
「新 しい章 が始 ま ってい るの と同 じ頁に ある,一 章の結語の繰 返 し」 に基づい
てい る。 ところが第三版 あ とが きで は,「 現在第五 章 とされ てい るエ ピソー ド
をカフカが第二章 として意 図 していた とい うことは,あ りうべ か らざることで
(1)
はない ように も思われ る」 とも言 ってい る。彼のこの説の是非は ともかく,プ
ロー ト自身がこの作品の章の配列に関 して再考の余地があることを認め る格好
にな ってい るのは否めない。
この作品には未完成の章が六つと,著 者によって抹殺 されたい くつかのご く
短い箇所 を含んでい るが少 な くとも 「発端」 と 「結末」は明確に提示 されてお
(2)
り,中 間部分に もかな りの数の完成章がある。物語は主人公の30歳の誕生 日か
ら31歳の誕生 日前夜 と正確に時間 を区切 った一年間の訴訟経過 を扱 づてい る。
Kは淑父,銀 行の顧客,イ タ リー人 とい った仲介者 を経で,自 分 を助けて くれ
そうな人 々と次々に出会 うが,余 りにこの 自分の目的に しがみつ くことに よっ
て,援 助著たちを利用 し尽 くす結果になる。Kと 援助著たちとの間には人間的
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な関係は生 じることがな く,そ の章が幕 を閉 じれば援助者 も姿 を消 し,二 度 と
Kの前に現れることがない。
この ようにr審 判3の各車はKと 他者 との出会い と別れ を描 く「留」(Station)
の連続なのである。Kに は過去 も未来 もな く,彼 に残 されてい るのはただ戦い
の現在のみである。そ して 「留」相互間には関連 がほとん どない よ うに 見 え
る。各車はその章の中心人物 と主人公 との裁判所 をめ ぐる対話が核 とな ってい
る。 しかしこれ らの対話は 「裁判所 をとりまく意見,経 験,伝 説,う わ さから
(3)
成 り立 ってい る」ために,そ の多 くはKに は役立たない。それ らは 矛 盾 し あ
い,混 乱 してい るが らである。主人公は訴訟の最初から最後 まで無実 を主張 し,
また自分の決定的な問い(>WersindSie?《(7))に対 する答 えを見出 しえな
いのだか ら,こ の物語を主人公の心的変化 とい う点か ら見 るな らば何 ら本質的
な発展はない と言えよう。最終章ではなるほ どKは フロッ,クコrト を着 て執行
吏の登場 を待 ってい る。だがカフカは,何 故Kが 最終章で一転 してこの ような
心境の変化 をとげるにいた ったのか とい うことを明確には説 明 していない。:と
い うの もKに は決 して裁判所の 「法律」が分 らない仕組にな ってい るか らで あ
り,そ う.である限 り結末はいわば とってつけた形 にならざるをえな い の で あ
る。 ブロー トの言 う、(もっともカフカが彼にそ う語 った とい うのだが)「 この
訴訟はけ っして最高の裁判所に まで進 まないはずであったので,或 る意味 にお
いてはこの小説はおよそ未完成,す なわち無限 に続 けられ るべ きもの で あ っ
た」(第 一版 あとが き)と い うこ とも肯けよ う。
ただ章 を追 うごとに,も っと正確に言 うな らばKが 本格的に援助者 を求め よ
うとす る 「弁護士」 「画家」 「教諭師」の登場 す る章では,物 語の 自然 らしさ
が減少 して・説明の過剰が目立 ってい るこ とは否めない。Kの 回想 とVう 形 を
とってい るが弁護士フル トのいつ果 てるともしれぬ調弁めいた話,画 家の語 る
「三つの無罪の可能性」,そして教講師の語 る ∫伝説」 とその釈義。 それらは
どれ も冗漫で,複 雑で,錯 綜 してい る。 とりわけ僧の語 る 「門番伝説」は,そ
れが独立 した作品 として短篇集 『村医者」に組み込 まれていることもあ って,.
(4)
物語はここの箇所で 「ふ くれあが ってい る(aufschwellen)」と言わざるをえ
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ない。従 って これ らの箇所 は カフカに とって事柄め核心であ ると予想 され る。
新 しい章の配列 を主張す る意見はほぼ次の二通 りに しぼ られ るようだ。ω現
行第四章 「ビュルス トナー嬢の女 ともだ ち」 を第一章の次に もって く る こ と
と,{2現行第九章 「聖堂で」 を第七 章の前へ もって くることで ある。{1)に関 し
ては 「次の 日曜 日に」(dennachstenSonntag(67))や「5日後は じめて」
(ztlMerstenmalseitfUnfTagen(68))とい つた 日付 けか ら,十 分 な説得
力をもっ てーい る。 ア レマ ン も 「あ る研 究者(ウ ィ夕日スプロッ ト)の主張す る配
列に従 うことにすれば,グ ルーバ ッハ夫人 の下宿で行 われ,ビ ュルス トナー嬢
への求愛にのみ集 中されていた展 開上の筋 も;こ れまで よりもさらに明瞭に,
塁一貫 した全体的な統一に組 み合 わされ るであろ う。 そこに登場す る 人 物 た ち
は,最 終 章に おいて ビュルス トナー嬢が再び幻の ように浮び上 る唯一の例外 を
(5)
除いて,筋 の展 開上他の章に二度 とあ らわれ ることはない」 と述べ ている。 し
(6)
か し②に関 してはブロー トも譲 らず,ゲ ルハル ト・カイザーの主張 もあ って説
得 力に欠 けるよ うであ る。 またア レマ ンも最終章でKが 死の覚悟 を決めてい る
(7)
ことを教謁師との対話 と直接結びつけて考えていることから知れるように新配
列をよしとは考えていない。アレマンは,逆 にKが 死の覚悟 を決めてい ること
からKが 「伝説」 とその釈義から何かを見抜いたのだ,と 推測 している。
ブロ 二ー5の言 うようにf本 書(r審判』)の終章の前には,不 思議な訴訟の各
段階が更にい くつか描かれるはずであった」(第一版あとがき)とするならば,
伝説 とその釈義こそが物語の最重要部であ り,最終章と直結するとずる,ア レ
マンの推測は どうなるのだろうか。実際そこに組み入れ られそうな断片は未完
の章として存在 してい るのだ。例えば 「支店長代理 との戦い」「その建物」「母
をたずねる」などである。最終章におけるKの 死の覚悟を唐突 ととるか(そ の
理 由はすでに述べてある)否 か,こ こは様 々に解釈の分れるところだ と思われ
る。
だが少 くとも第九章を第七章の前へ もってい くのは好 ましくないように思わ
れ る。 とい うのは,伝 説の重要性は大いに認められるべ きだと思われ るからで
ある。 「伝説」の重要性は画家チ トレリの指摘するところであり,背景は雨に
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降 りこめられた聖堂,つ ま、り物語の中での最 も暗い場面であり,この教講師に
はKが 格別の信頼 を抱いてい るからである。またこの伝説において初めて きわ
めて粗野な形でではあるが,K自 身と立場を同じくするt人 の男の運命がその
最後 まで語 られているからである。 ご ・
ある朝,主 人公 ヨーゼフ ・Kは未知の人 々に よって逮捕 され る。罪状 も知 ら
されず,令 状 も示 され ることもない。彼 らの背後には巨大 な ヒエ ラルキー を有
す る裁判所 が潜んでい る。Kは 無実 を主張 しつづ けるが,そ の努力は逆効果 を
生 じこそすれ,よ い方向へ 向か うことはない。Kは 様 々な人 々に助 力 を乞 う
が,甲 斐 な く一年の訴訟の後に処刑 され る。
.ヨー -tiフ・Kは 無 型 的 な カ フ カの主人公,平 凡な一市民で ある。 「典型的な」
とい うのは,た とえば 『判決』 の ゲオルク,『 変身』 の グ レーゴル をヨーゼ
フ ・Kと 並べ てみれば容易に理解 され よう。彼 らの生活環境,対 人関係,突 然
の災危,そ して 自殺 ともい うべ き死,こ れ らの共通性は もはや偶然 ではない。
それは 同一 テーマ をめ ぐるヴ ァリエーシ ョンと言 って よいだろ う。
ゲオル クが父 の店 を急激に発展 させ,グ レーゴル も手代 か ら一夜の うちに外
交販売員に成上が ったの と同様プKは30歳の若 さですで にある大 きな銀行の業
務主任 をっ とめてい る。 そ してこれ までの生活 に終止符 を打つ突然 の災危。父
に よる判決,毒 虫への変身,逮 捕。主人公 たちにはこれ らの出来事が全 く理解
で きない。 またそれ を避 けるこ ともで きない。 ゲオル クやグ レー ゴルが真 の意
味での家族や親 しい友人 を持 ってい なか った ように,Kも 独身者で あ り,父 を
と うに亡 くし,半 盲 目の母 を田舎に残 し,単 身で下宿 住い をレてい る。Kの 行
動範囲は銀行,下 宿,常 連 テーブルの仲間,給 仕 女工ルザの ベ ッ トに 限 ら れ
る。 しか しKに は他者 との人間的な絆が欠 けてい る。Kは 下宿の隣人,職 場 の
同僚,常 連 テーブルの少数の仲間,い とこのエルナ,エ ルザ らの ことを気にか
けるご とがない。母親で さえももう数年 も放 っておかれてい るの だ。彼 が重要
・と思 うものは,支 店長の好意 と支店長代理 との地位争い,即 ち銀行での業務だ
けで ある。 ゲオル クやグ レーゴル も自分の職業生活 に汲汲 としてい ることが思
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い 出 さ れ る。 ・・… 、　 :一 ∵:'∴'・
物 語 の 中 に は ヨー ゼ フ ・Kだ け で な く,商 人 ブ ロ ッ クお よび 主 人 公 が 初 め て .
裁 判 所 事 務 局 に 足 を踏 み 入 れ た 際 に 出 会 う幾 人 かの 被 告 た ち が い る。.だが,訴
訟 の 世 界 と は 無 縁 の よ うに 思 わ れ る人 々 も数 多 』くい る こ と も ま た 確 か だ 。 グ ル
ー バ ッハ 夫 人 はKの 逮 捕 を「私 に は わ か らな い けれ ど,で も また わ か る必 要 もな
.3,、な に か 学 問 的 な もの 」'(… …eskommtmirwieetwasgelehrtgsvor,.das
ichzwar、nicht,verstehe,dasmqnaberauchnichtverstehenmuB.(22))
と言 う。 裁 判 所 の 声 を 聞 く人 と聞 こ え ぬ 人 が あ る。 見 え る人 と見 え ぬ 人 が あ
tるb・`
W.Emrichは そ の 著 書,。FranzKafka"(1957)の中で つ とに 「Kの 心 の 映
像 と して の 裁 判 所 」 とい う一 節 を も うけ(こ れ を この 拙 論 は 表 題 と して い る),
裁 判 所 は ヨー ゼ フ 、・Kの 内 的 状 態 の 表 現 で あ る こ ど を見 て と って い る・ しか も
(8)
ζの こ と を主 人 公 自身 が 逮 捕 の 際 に お ぼ ろ げ な が ら感 じて い る と い う の だ 。
Emrichはその 例 証 と し て 「彼 に}ま一 瞬 ・ この 部 屋 に い る全 部 の 人 間(監 督,
二 人 の 監 視 人,三 人 の 行 員 一筆 者 注)を 彼 の 肩 に に な って い るか の よ うに 思
わ れ た 」(… …es・sch三enjhm・einenAugenbljckＬang・alstrageeralleauf
、seinenSchultern,・・・…(17))一一とい う箇 所 を挙 げ て い る 。 お そ ら くこ こ の 意 味 は
そ の 十 数 行 先 の 箇 所 「彼 は 自分 が こ こ に い るす べ て の 人 間 か ら ます ます 独 立 し
た もの に な って ゆ くの を感 じた 」(… …,fUhlteersich,……,immerunab-
.h麺gigervonallCndiesenLeuten.(18))と関 連 づ け て 読 む べ き と こ ろ な の
だ ろ う9そ うす れ ば 「全 部 の 人 聞 を肩 に に な う」 とい う一 見 重 大 な秘 密 漏 洩 的
な こ の 言 葉 も穏 や か に お さ ま?て し ま うよ うに も思 わ れ る ・ とい うの は ・ こ こ
ではKは 自信 をもって自分の件の終結を宣告 しようとするのであるから,「 肩





監督に会 う直前 にKが 次の ように言 うところで あ る。「Kは…… こ う言 った
どうい う意味で言 づたの かは,自 分で もわか らなか ったのだ一 「だ ってまだ
本審理 じゃあない じ ゃない か」」(K… …sagte-erwu6teselbstnicht,in
welchemSinneeressagte:>EsistdochnochnichtdieHauptver-
handlung.<(14))何故 カフカはKに こ う言 わせてい るのか。・まるで主入公は,
まだ顔 もあわせていない監督 がこれか ら行 な うのは単に逮捕の通告 だ け で あ
り,そ の先には本審理 が控 えてい ることを予知 してい るようで はないか。 と り
わ け 「ほんの一瞬」 と 「ど うい う意味で言 ったのかは,自 分で もわ からない」
とい う二つの箇所の ト書 きの部分 は注 目に値 しよう。 この ことから,ヨ ー ゼ
フ ・Kの 内面の深い どころで,彼 自身 さえ気付 かぬ ところで,ほ んの一瞬 ひ ら
め くよ うに裁判所の世界 がKと 気脈 を通 じあ ってい ることが うかがい知れ るの
ではあ るまい か。
Kと 裁判所 をつな ぐもうひ とつの共通性は 「汚れ」(Schmutz)である。K
は徹頭徹尾 自分の有罪の可能性 をしめだそ うとす るので,こ の 「汚れ」 もふ と
念頭 をかすめた り,よ く考 えてみ もせず不注意 に叫 ぶ ところで あ らわれ るにす
ぎない。
裁判所の世界は場末の安 アパ ー トの六階,銀 行の物置,至 る所にあ る屋根裏
部屋 とい った,常 に陽の 当た らぬ,人 目にっ きに くい場所 に存在 してい る。 し
か もこの世界は そ うい った暗い場所 にふさわ し く,窃 盗(監 視人はKの 朝 飯 を
食べて しまう)横 領(Kの 下着)好 色 と乱れた男女関係(法 学生 とあるい は予
審判事 と廷 丁の妻の関係,審 理室の机上の狼本)と い った,お よそ考え られ る
か ぎりの 悪か ら成 り立 ってい る。正に 「この 「法廷」には 「正義」の行使 を除
けば○なんで もの ぞむ ものが見 出せ る」(MartheRobert)とい うわ けだ。 こ
の世界 は,従 って,人 を裁 くにた る公明正大な世界ではない。汚れた(こ の裁
判所 ではつねに 「洗濯」がな され,'「掃除」が行われてい て,い た るところに
洗濯おけが置いて あ り,下 着 が物干場 に干 して あるのだが,同 時に 「汚れ」が
いた るところに堆 積 してお り,す すや よどんだ空気が裁判所 の事務局 を満 た し
(9)
て い る(Emrich))世界 な の だ 。
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そ して ヨ ー ゼ フ ・K自 身 も汚 れ て い る こ とが 何 度 か 言 及 され る。 彼 は 監 督 と
会 う前 に ひ そ か に こ う思 う。 読 者 は この 唐 突 な ピ 脈 絡 の は っ き り しな い 言 葉 に
少 な か らず 驚 か さ れ る。 「 」 と を早 め る こ とが で きた の は,監 視 人 た ち
が 風 呂 に は い れ と強 制 す る の を忘 れ て し ま った せ い だ 」(…:・ ・lmgeheimen
glaubteer,eineBeschleunigung・desGanzendamiterreichtzuhaben,TdaB
dieWtighter,vergessenhatten,ihnzumBadzuzwingen.(14))だが,監 視
人 た ち ぱ 風 呂 に 入 ら な い,い わ ば 不 潔 な 身 体 の ま までKを 監 督 の 前 へ 通 す の だ
が,そ れ も道 理 か も しれ ぬ 。
あ るい はKが グ ル ジー 〈ッ ハ夫 人 を た ず ね た 晩 に,「 下 宿 を純 潔 に して お きた
い 」 と望 む 彼 女 の 言 葉 を受 け て,ド アの す き間 か ら次 の よ うに 叫 ぶ が,そ の 後
で ドア を ば た ん と し め る と こ ろ か ら,彼 が 冷 静 さ を失 って い た こ と が 分 る 。
ギ純 潔 で す って?下 宿 を 純 潔 に して お きた か った ら,ま ず こ の 私 を追 い 出 さ な
くち やあ ね 」(>DieReinheit!<riefK.nochdurchdieSpaltederTitr,
》wennSiediePensionreinerhaltenwollen元mUssenSiezuerstmirkttn-
digen《(24))Emrichはこ の 「汚 れ 」 にKの 有 罪 の 予 感 を見 て い る。
裁 判 所 の 世 界 はKの 内 面 の 反 映 で あ る こ と をTodd .C・HanlinはKの 逮 捕
の 特 殊 性 か ら説 明 して い る。 「逮 捕 」 の 宣 告 だ け で 内 容 の な い こ の 逮 捕 は 当 の
被 逮 捕 者 で さ え も が 誤 解 して し ま うほ どだ 。 「あ な た は 私 の 言 った こ と を誤 解
した ん で す 。 あ な た は 逮 捕 され て い る,た し か に そ うだ 。 し か しだ か ら とい っ
て,'そ れ は あ な た が 職 務 を遂 行 す るの を妨 害 す るわ けで は な い の で す 。 生 活
も今 まで ど お りふ つ うに し て い て か まい ま せ ん 」(>Siehabenmichmi6ver-
standen.Siesindverhaftet,gewi8,aberdassollSienichthindern,Ihrqn
Berufzuerftillen.Sieso珊enauchinIhrergewOhnlichenLebensweise
nichtgehindertsein.〈(18))ヨーゼフ ・Kに は今 まで通 りの生活 をす る こ と
が許 されてい る。 それ な ら.ば彼は 自由だ。逮捕以前 と以後の生活には何 ら本質
的な相 異はない。に もかかわ らず彼 はこれ までの生活 を続行す るこ とが不 可能
になる。Kの 生活 は嫌疑下に あ り,裁 判所 からの時折の電話連絡 に よって乱 さ
れ る。 だが,「Kの 生活が乱 され るのは,主 として ヨーゼフ ・K自 身が 自分の
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訴訟檀 面目たと躍 度に応じぷ 馨」めだは 亮 跡 されているはずめヨ
ーゼラ∵K}三は,『 城』'oi>Kと同様な追求ず る側面がみ とめ られ るのだ6'・∵
この ことは第三章の冒頭部 と未完の章 「エルザの ところへ」 を比較す ること
によつてほ っきりと裏付 けされ よb6第 三章ほ この ようた始 まる。:'「Kはづ ぎ
め週のあk{だず っとなにかあらたな通知が くるの を毎H待 ってい た。訊問 を拒
絶す るとは言 づておいたが,そ れを言葉 どお りに受 けとられた とは意 えなから
た。 けれ ども心待 ちに していた通知が,ご事実土曜 日までこなか ったU)で1自分
は暗黙の うちにまた あの おなじ家に,お な じ時 間に呼び出 されてい る の だ ろ
コロ 　 　 ラ の トの 　 　 　 　 ロ シ ロ






Erb・g・b・iChaah6・'緬・t・g・.wi・derhi・,『・・∴ ・(46)〕・ごの 時 に は 審 理 こ そ
i.thlった も:めの ,'Kぱ廷 丁 σ～妻,法 学 生,'廷丁ムに 会 い ∴ こb)時初 め て 裁 判 所 事
務 局 べ 入 り,よ どん だ 空 気 を体 験 ナ る こ とに な る。 そ れ に 対 して 「エ ル ザ の と
こ ろへ 」'では 事 情 は 全 ぐ逆 で あ る。 こ こで は,Kに 出頭 を 要 求 す る電 話 が 銀 行
に か か 二て くる。 だ がKに は 最 初 か ら そ うず る気 が ない ㌧Kは エ ル ザ の も とぺ
急 ぐ6す る とKは 「次 第 に裁 判 所 の ヒ と を忘 れ て ゆ き,ま た以 前 め よ うに 銀 行
の こ と をい ろ い ろ考 え て,そ れ で 頭 が い っぱ い に な りぽ じめ るaだ 。'(VOnda
anvergaBK.allmtihlichdasGericht,unddieLGedankenanidie"BankJbe-
ganennihnw三eder,wieinfrUherenZeiten,ganzzuerfUllen.(198))・こ こ
で も特 徴 的 な こ と にKの 意 識 に 裂 け 目が 目 が生 じる。 とい うの はKは 駆 者 に ち
ゃん と エ ル ザ の 住 所 を言 って あ った の だ が,一 瞬 ぼ ん や り して裁 判 所 の 住 所 を
言 って し ま った の で は な い か と思 い,再 び 彼 女 め 住 所 を どな る か らで あ る。.
ヨ"-tiフ'・Kがい か に 自分 の 訴 訟 を真 面 目・に と づて い る か とい うこ とは 他 に
もい くつ か例 証 を挙 げ うる。 それ は 監 視 人 た ちに 対 しで 「優 位](yor亡eiL・d,
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Uberlegenheit)を保持 しようとっとめ るKの 態度にあ らわれ る。Kは この出来
事 を彼の誕生 日にかこっけた冗談 とと り,一 笑に付ぜばそれですむ と思 ってみ
た りす る。 そ ういえばこの二人 は町 角の使い走 りの男に も似 てい るように も思
われ る。 ところがKに は どうに もそ うす るこ とがで きないのだ。'「 しか し
それに もかかわ らず彼はこん どの場合,文 字どお り監視人 フランツを最初に見
たその瞬 間か ら,こ の連中に対 して 自分が持 ってい るか もしれない 有利 な 点
は,ど んなわずかな もので も,絶 対 に手放す まい と決心 していたので ある。あ
とにな って,冗 談 を解さない奴だ,と 言われ るか もしれ ないが,そ んなことは





Kは 監 視 人 に 出会 うや 否 や 「男 の 監 督 権 」(einBeaufsichtigungsrechtdes
Fremden)を認 め る こ とに 抵 抗 し,「 相 手 に 対 すLる優 位 」 を保 持 し よ う とーつ と
め る。 っ ま りKは まだ 「逮 捕 」 とい う言 葉 さ え発 せ られ ない 内 に,彼 ら を相 手
に 戦 闘 の 構 え をみ せ るの だ 。 「自分 自身 に もわ けめ わ か らぬ こ とを し ゃべ る」'
「阿 呆 な 」 連 中 に 対 して,Kは ま るで 手 強 い 敵 と相 対 して い る か の よ うに(実
際 に は そ うな の だ が),真 向 か ら組 み 合 う。
同 様 にKに は 強 行 策 を と るこ と も思 い 浮 か ぶ の だ が,自 分 の 「優 位 」 を失 う
こ と を恐 れ て実 行 を さ し控 え る。 「自分 が つ ぎの 部 屋 の ドア,い や,さ ら に 控
室 の ドア を あ け て も,こ の 二 人 に は そ れ を阻 止 す る こ とは ぜ ん ぜ ん で き ない だ
ろ う。 ひ ょ っ とす る と,こ う して極 端 な こ と を しで か して み る とい うの が,い
ち ば ん 簡 単 な,こ との 解 決 法 か も しれ ない 。 で もや っぱ りこの 二 人 は つ か み か
か って くる か も しれ な い 。 も しい った ん こ ち らが ぶ ち倒 され て し ま え ば,今 な








用 によ ってKの 熟慮のほ どが分 るのだが,Kが あ くまで失 うまい とっ とめ るこ
の 「優位」 とは何 なの か。 「優位」 とは 「自由」 とほぼ同義語 なのでは あるま
いか。 とい うのは監視人 はこ う言 ってい るか らで ある。 「あんたは忘れてい る
んだが,お れた ちはあい もかわ らぬつ まらぬ者ではあろ うが,で も少 くとも今
あんたに対 しては,自 由な人間なんだぜ。 これはち っとやそ っとの優位 じゃあ
ないんだ」(Siehabedvergessen,deBwir,m6genwirauchseinwasimmer・
zumindestjetztIhnengegenUberfreieMannersindidasistkeinkleines
Ubergewicht.(12))ところがKは 社会的地位 もあ り,っ まらぬ者ではないので
ます ますこの優位 を捨て ることがで きない。Kの 「優位」はそれ に よって裁判
所 を打破 しようとす るところの 「理性」や 「思慮」 と結びついてい る。 しか し
Kが 理 性(優 位)を 保持す るカ1ぎり,彼 は裁判所 と和解す るこ とはで きないの
だ。 それは 『審 判』の結末や あるいは未完の章 「その建 物」 を見れば明 らかで
あ る。Kが 裁判所 と一体になるのは,自 ら黒服 をつ けた時,あ るいは画家 チ ト
レリに(い ささか謀略めい てはい るが)屈 従的 な態度 を示す時なので ある。
逮捕 当日のKの 一連の行動 も,彼 がいかに 自分の訴訟 を真面 目に とってい る
かを示す ものであ る。Kは 逮捕の際に居合 わせた三人の下僚の動静 を 観 察 す
る。更にはその夜 グルーバ ッハ夫人や ビュル ス トナ ー嬢 に 自分の件 を話 さない
ではい られない。今朝 の逮捕の ことが,こ の時点では まだ形 さえ と っていない
出来事が ど うに もKの 頭 から離れ ないのだ。 これがKと い う人間,裁 判所 の世
界 を見,聞 くこ とので きる人聞の本質 なのだ。
以上の ご と く裁判所 の世界はKの 内面の反映 にほかならない。Kは それ をぼ
んや りと予感はしているのだが,終 始理性的に立 ち向かうので,彼 には裁判所
の 「法律」が分 らない ままであ る。 ところが裁判所の本質 を様 々な役人 たちは
知 ってお り,彼 らの方か らKに ほのめか してい るの だ。
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Kが 自分 の 身 分 証 明 書 を つ きつ け た 時i監 視 人 は こ う言 う。 「おれ た ちの お
役 所 は パ 民 衆 の な か に 罪 を さが し まわ るな ん て い う まね は して い な い ん で,法
律 に も あ る と お り,た だ 罪 に よ って ひ きつ け られ る とい うだ け な ん だ 。 そ して
その た め に お れ た ち監 視 人 を送 って よ こ さね ば な らな くな る。 こ れ が 法 律 とい
う もの さ 」(UnsereBeh6rde,……,suchtdochnichtetwadieSchuldinder
Bev61kerung,sondernwird,wieesimGesetZheiBt,vonderSchuldange-
zogenundmuGunsWachterausschicken・DasistGesetz・(11))つま り監 視
人 を生 じ させ た の はK自 身 に 外 な ら な い とい うわ けだ 。 な るほ ど こ の 監 視 人 は
Kの み な らず 自 ら も認 め て い る通 り,「 い ち ば ん 下 っ端 で 」 「阿 呆 で 」 あ る。
そ の せ い か 彼 らの 発 言 の 信 悪 性 は 聞 もな く監 督 に よ って 否 定 さ れ て し ま う。・
監 督 は こ う言 う。 「監 視 人 た ち が何 か は かの こ と を お し ゃべ り した か も し れ
ませ ん が,そ れ は 文 字 どお りた だ の お し ゃべ りだ った わ け で す 」(Vielleicht
habendieWachteretwasanderesgeschWatzt,dannistesebennurGe-
schwatzgewesen.(16))にもか か わ らず 監 視 人 の 言 葉 は全 くの 事 実 無 根 だ とは
思 わ れ な い 。 そ れ ば か りか彼 らの 発 言 は 監 督 が ひ きっ つ い て話 す 事 柄 と符 号 し
て さ え い る 。 監 督 はKに と.oての い ちば ん 大 切 な 質 問 に は 答 え て い な}、が少 く
と も忠 告 は で きる と前 置 き した 後 で こ う言 う。 「ど うか われ わ れ の こ とや,あ
な た の 身 に 起 こ るだ ろ うこ と な ど に そ う頭 を悩 ませ な い で ・ む し ろ あ な た 自身
の こ と を考 え て ほ しい もの で す 。 そ して,自 分 が 無 罪 だ とい う感 情 で こ ん な さ
わ ぎ をひ き起 こ さ ぬ こ とで す な」(… …,denkenSiewenigeranunsundan
das,wasmitIhnengeschehenwird,denkenSieliebermehransich.Und
machenSiekeinenso1φenLarmmitdemGef曲lIllrerUnschuld,……
(16))両者 の 言 葉 は と もにKの 自己 反 省 を促 す もの で あ る。 そ して 第 九 章 末 の
教 講 師 の 言 葉 「裁 判 所 は あ な た に な に も求 め ば しな い の だ 。 あ な た が来 れ ば 迎
え,行 くな らば 去 らせ る だ け だ 」(DasGerichtwil1.nichtsvon'dir・Esnimmt
dichauf,wenndukommst,undesentla6tdich,wenn、dugehst.(189))
と裁 判 所 側 の 論 理 は 監 視 人 の 発 言 を も含 め て 首 尾 ■ 貢 した もの とな って い る。
未 完 の 章Fgル ザ の と こ ろへ 」 で も,裁 判 所 はKが 出頭 しな か づた と して も,
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それに よらて罰す る〕ことはない と言明`じてい る。
rBeda'Allemann'め言 う 「夢の論理∫(T由aimilogik).も裁判所世界はkの 内
面の反映 に外な らぬ ことを証明 しそ くれ る、「ヨLゼ ラ ・Kのい がなる予感 も,
考 え も,'それに合わせ るよ うにず ぐに現実主な二て実現す～9i]のでAllemann
はそれを 「夢の論理」と呼び,い くつか例を挙げている。それを緩用すれば,
{1}最初の審理の際,正 確な出頭時刻を聞きのがしそしまったKは,九 時に行こ
うと見当をづけるが,そ め通 り審理はその時刻に始 まっているb場所探しに手
間 どったKは1時 間と5分の遅刻 を叱責され る訂2}kが出まかせに 考 案 した




全には一致 しないのだ。Kは 二人の執行人の姿を見て,落 胆の念 を禁'じえ ず
'r自分
が 待 っ て い た の ぽ,も;と ち が う人 た ち だ6た 」(1(.gestandsichein,
d碗 もrbine盒ahderenBesuchefwartethatte,(190))ど心 ひ そ かtt思 う6従
;て,裁 判所の世界はkの 内面 と完全lt照応 してい るわけそはな く;裁 判所の
.独 立 性ほ少 なか らず認 あられ る。kの 想像 はいっtかKを 離れて一入歩 きす る
とで も言え よ うか。それによって裁判所は確固た6実 在 性を獲得す6の だ。K
はな るほ ど自分の 『汚れ」 をふ と思い浮 かべ ることがあ る。だが それぱ もはや
名残 りであ るにす ぎず,裁 判所の何 たるかほ知 る術 もない。MartheRabertは
「『審判』が 「掟」,「法廷」,「裁判官」の イメージとあ ヨーー ゼ フ ・Kの 対 決 で あ
るとい う事 実 は,『彼 がいたるところで出会い,ま たいたる ところで彼 を誤 りへ
と誘う数多くφ総 写真堪 製によつてほ;勘 曙 講 され劉 と述べ 弁
護士のところで見た裁判官の肖像,予 審判事の机上の卑狼な挿絵,チ トレリの
描 く裁判官の肖像を例に挙げ,「 彼(ヨ ーゼフ ・k)が眼あ前にするのは単に
ヨ
イ メ ー ジ,も っ とわ る'くす れ ば,イ メ ー ジの イ メ ー ジ,そ れ らの 内 容 を二 重 に
空にされた表象でしかないこ歴 ろ馳 と言づて酪 。






表わしているからである。 ところがKは 監視人,監 督,'予審判事,・:廷丁,事 務
局長とい った下級役人たちとはまだ接触で きるめである。その中でもとりわけ
「妙 にKに 親 切 な」 二人 の 監 視入 との や り と りに は 興 味 を そ そ られ るbし か も
そ の 一 人 ほ よ りに も よbて フ ラ シ ツ とい う名 を持 ってい るの だ 。・ 「監 視 人 」'と
い う役 目に して か らが 何 や ら意 味 あ りげで は な い だ ろ う か。 彼 らの 一 人 は こ う
言 う。 「毎 日10時間 あて あ ん た の と こ ろ で 見 張 りを して,そ め 分 の 給 料 を も ら
う とい うだ けの こ とな ん だ 」'(Wirsindlliedrig6Allgちstellte輌・die…mit
IhrerSaChenichtSan(lereszutunhabeh,alsdaBsie`zehnStundentaglich
beiIhnenWachehaiteriuiiddafur・bezahltwerd飽.(11))逮捕 を告 げ るだ
け が 義 務 で あ る 「監 督 」 の 役 目 も(kの 言 う通 り)「馬 鹿 げ て 」 い る が,「 監 視
人 」 の 役 目は な お の こ と奇 妙 で は あ る まい か 。 「答 刑 吏 」 が た だ 答 をふ る うだ
け の役 目な ら,「 監 視 人 」 は 文 字 通 り常 にKに 接 触 して い な け れ ば な らな い は
ず だ。 事 実,彼 らは こ う言 ぶ 「… … わ れ わ れ が 今 あ りと あ らゆ る あ ん たの 同
胞 の うちで,い ちば ん あ ん た の 身 近 か に い る二 人 だ ろ う とい うの に … …」(…
…uns,diewirIhnenjetztwahrscheinlichvonallenMitmenschen・am
nachstensteheh,・・… ・(10-11))MartheRobertはこの 監 視 人 た ち を 「Kめ 一
(14)
部,四 散 させ られ た彼め諸要素以外のなに もので もない」 と看破 してい るb
裁判所世界がKの 内面の反映であ るのなら,こ うい ったことは大いに あ りそ
うなことである6こ う言 ったら言い過 ぎだろ うか。Kは 意識の表層な らば まだ
幾分 かは見て とれ るのだ。、もっと深い内部な ら,わ れわれがすでに 見 た`よ う
に,「]瞬 」「思わず知 らずjひ らめ きす ぎるにす ぎない。'最奥 の上級裁判所は
もはや うかが うことさえ不可能であると。
監視入 とKの ただならぬ関係は,「親密 き」(Freundschaft)として表面上は
何で もない ような文章に偽装されて;ま き散 らされてい る6`それ らを拾い集め
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て み る とゴ 例 えば 「と くに こ の 男 の ほ うはKよ りず っ と背 が 高 く,よ く彼 の 肩
を た た くの だ った 」(BesondersderletzterettberragteK.bedeutendund
.klopfteihm6ftersaufdieSchulter.(8))とい う箇 所 が あ る。 「肩 をた た
・く」 とい う親 しい 行 為 が 「背 が 高 い 」 とい う語 句 で い わ ば 物 理 的 な 現 象 に され
て し ま って い る。 あ るい は 「第 二 監 視 人 … … の 腹 が,親 身 の あ ま り とで も言 わ
ん ば か りに,し ょ っ ち ゅ う彼 に つ き あ た っ て … … 」(… …immerwieders[ieB
derBauchdeszweitenW員chters… …f6rmlichfreundschaftlichan'ihn・… ・・
(9))と あ る。 こ こで も親 し さ は 太 った 腹 の せ い に され て し ま って い る 。 更 に
は 「思 わ ず もKは,フ ラ ンツ と 目つ きで 問 答 を か わ す こ とに な って し ま った …
… 」(K.、1ieB$ich,ohneeszuwollen,ineinZwiegesprachderBliρkemit
Franzein,……(11))など も その 例 で あ るδ あ るい は.「… … 実 の と こ ろ は 遠 く
離 れ て 立 って い る二 人 の 男 か ら,ま るで 身 を も ぎ は な しで もす る か の よ うな し
ぐさ を して み せ,そ の ま ま さ きに 歩 い て 行 こ う と した」(… …sagteK・rmacllte
eineBewegung,alsreiBeersichvondenzweiA(tinnernlos,dieaberweit
vonihn1.entferntstanden,undwollteweitergehen・(8))とい った 単 な る形
容 と思 わ れ る部 分 も字 義 通 りに 読 む な らば 本 当の 意 味 が 浮 か び あ が って くる よ
うだ 。alsobが カ モ フ ラ ー ジ ュの 役 割 を果 た し てい る。
ヨーゼフ ・Kを逮捕 した裁判所は この世の 司法権 とは似 て非な るものである
ことは言 うをまたない。いや訴訟経過 をた どってい くな らば似て さえい ない こ
とがわか る。 「逮捕」 とい って も㌧ それは何 ら身柄 を拘束す るものではない。
「審理」 とは名ばか りで,Kの 身元す ら確認 されず,逆 に被 告であ るはずのK
の方が一方的にズサ ンな訴訟手続 を非難 するこ とで終わ る。 「画家」は 「弁護
士」以上にKの 件に関 しては るかに有能であ り,「 刑務所の教講師」はKの 繊
悔 を聞 くかわ りにひ とっの伝説 を語 って きかせ る。二人 の 「執行人」 は重そ う
な二重顎のせいでKに は テノール歌手の ように思われ る。
この ような途方 もない裁判所 も,し か し,宙 に浮いてい るのではな く,Kの
所属す る市民世界 と不可分に結びついてい る。一見非現実 ともみ まこ う裁判所
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が市民世界 と融合 し}均 衡 を保 ってい る点が,カ フカ文学 の最大の特長 と言え
るだ ろう。 カフカは 目に見えぬ裁判所 を市民世界につな ぎとめ るために,周 囲
の世界 を リアル1ヒ描 くばか りでな く,読 者 が容易に同一視 しうる 「典型的な」
ヌ
主人公 を選 び とってい る。 またすでに第一章か ら三人 の銀行の下僚 をKの 逮捕
に同席 させてい る。彼 らは第二章 「最初の審理 」で も偶然 に 目撃 され るが;物
語の本筋 とはおよそ遠い,と るにた らぬ人物たちであるだけに,彼 らを登場さ
せ たカフカの意図は裁判所 が夢であ るかの ように市民世界 から遊離 して しまう
の を防げ ることにあったのでなはいか と思われ る。 また物語の後半では誰 もが
被告であるKの 名 を知 ってい るのだが,ひ ょっとす るとこの三人の行員が その
伏線に なってい るのか もしれぬ。.そうだ とすれば裁判所の実在性 は完壁に示 さ
れ るこ とになる。
Kは 監督に注意 をうながされ るまで,彼 ら三人は 「写真の そば にいた一 グル
ーーー プ」(GrupPebeidenPhotographien(18))としての託憶 しかな く,監 督や
監視人に気 をとられ て彼 らに気付 かなか ったのである。銀行へ 出かける時には
これ と逆の ことが起 こる。 その時には行員たちに気 をとられ て,監 督た ちが立
ち去 った ことにKは 気付 かなか ったのだ。 これはわれわれ がすでに 「エルザの
ところへ」 で見た,Kの 意識の裂け 目で ある。
現実 と非現実の融合 を示す最 も典型的な例 は 「答刑吏」のエ ピソー ドで あろ
う。 とはいえすでに三人の行員がKの 逮捕に居 あわせていたのだから,Kに は
最 も安全 と思われた銀行 に まで裁判所の者が出現 した として ももはや驚 くには
あたい しない。裁判所の世界は実 に全体的にKの 生活 をおおってい る。時折K
の隙 をつい て .「明 るい」 「清(純)潔な」市民世界へ憤 出 しようとその機会 を狙
ってい るかの ように思われた裁判所世界は(と い うのはKは こ う言 うか らで あ
る。 「要す るに私が理性 的にふるま ってい たなら,そ れ以上なに も起 こらなか
ったろうし,起 こ りか けた ことも,み な息の根 を止 められて しまったはずなん
で す。 ところがこちらはほ とん どなんの用意 もで きていなか った。 た とえばで
す,銀 行 でな ら私 に も用意があ ります か ら,こ んなことは私の身に起 こ りよう
がないんです」(……kurz,htitteichvernUnftiggehandelt・sowarenichts
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興C・ ・9輌 ・h・nleS:甲a・eall・C・.興興 卿 、・即 呼e「stiρkt、W・rd・n・Man
li日⑭Cτ 、s・w・nig'v・;bereitCt・・'1峰・ 爾 唾 ・umB・i・pi・いin・iCh・vq「be-
・ei～Ct・q・tゆnt・mi・ 、輌 ・De・a・tig・騨 ・頑gli・h・騨h・h・n・ ・''":鍋)
峯 は ・ 絶 え ず ・ 完 壁 にKの 生 活 を お お つて い た の で あ る。:翌日 も'Kは同 じ物 置
ρ ド2を あ け て み るPす る と 「す べ て ∂書そ の ま まだ った 。・ま えの 晩 ドア を あ け
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の.r反 樋 ρ季 鯉 願 義人著・ 白水*±・59頁1・-J,・『'∴ ユ ィテル ズブ
ロ]ト に よれば,プ 迫 一 トの この考 えは まちが 三てい る。主 入
公Kは 第二章 「最初の 審理」の なかで法廷に対 し,自 分 を逮 捕に きた男 たちの
、∴,け レからぬ雄 を訴えているが・第五章 「答刑吏」においてその男たちはKが
舗 を述べたことによって翻せ られ下いる?従?て 紅 茸が紅 章嚇lrく.5
こ とは あ りえない6
::(2)-同じ くユ イテル ス プ ロー5は 断片 「検事」 をこの小説の前 史の よ うな もの で あ
,一..託 して ・一策二章 の前 に くる鵠 砕 を主張 してい る・・(販神話の 季節』・60
頁).しか しブ 同一ー トlS「原稿 」では検事の 最初の頁 に第七 章9～終 り33行が載 っい・'…'て
い るこ とか ら,第 七章に続 くべ ぎだ と言 う。 この点で は ブ ロー トの方 が正 し
い よ うに思 われ る。 とい うめ も原 田氏の言 うように,ユ イテル スプ ロ}ト の主








.邦 訳 〔カフカの審 判』・喜多尾道冬 訳・審美文 庫・1975年・56頁。 、
(6)"r反 神 話 の 季 節 』S6-66頁・
「カイザーによれば∴…第七章でKは,弁 護士と解約し;みずから弁護文書を
作成 しよう.と決心する。そしてモ第九章では・・自分は弁護のためあらゆる努力
を払?た ・.と.は}'つrもまだ嬢 文書1ま書いていないρであるカ㍉ とい ってn
る。ユイテルスプロaトの論旨が正 しいとすればドKは弁護文書を書 く決心を
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